




4.結果および考察 

今回のプログラム開発の目的の 1 つが臨床現場において活用される事であり,現在までテ

スト期間中に12名の実際に患児を看るresidentが簡単な使用使明を受けた後に,日常行務

の一部として入・退院時の患者 dataを 5 分前後で入力しており,満足する結果であった。

さらに proram 内容の訂正,追加が必要になると考えられる。 


